
 

 

 

 
第 5世代以降のモバイルシステムの普及期において、基地局の収容に必要な光ファイバ数の削減に貢献で

きる低遅延光アクセス技術を開発し、モバイルシステムと連携した光アクセスシステムの実証実験に成功

しました。 

本技術は、宅内のインターネット利用などで広く普及している光アクセスシステムをモバイルシステムへ

適用する場合に課題となっていたデータ送信時の遅延時間を短縮します。具体的には、NTTビルなどに設

置する光集約装置と基地局集約装置間の信号制御を連携させることにより低遅延化を実現します。 

本技術により、光アクセスシステムをモバイルシステムへ適用する際の課題の１つが解決されることとな

り、基地局と NTTビルなどを結ぶ光ファイバを集約することで、基地局収容に必要な光ファイバ数削減、

基地局集約装置のポート数削減が可能となるなど、効率的な基地局運用に貢献できると考えています。標

準化団体である ITU-Tにおいて、本技術について詳細化の議論も始まりました。 

今後も、広くモバイル事業者の効率的なネットワーク構築を支援するための研究開発を進めていきます。 

 

(1) 研究背景 

現在、高速、大容量、低遅延のモバイルサービスを実現するため、第 5世代モバイルシステム（以下、5G

モバイルシステム）に関する研究開発が進められています。現在のモバイルシステムでは NTTビルなどに

設置された基地局集約装置と鉄塔やビルの屋上などに設置された基地局の間が光ファイバで接続されてい

ます。 

5Gモバイルシステムでは高速、大容量の無線通信の実現に向けて、これまで使われていなかった新しい周

波数帯の電波を使用するため、従来よりも多くの基地局を設置する必要が出てきます。基地局数の増加に

伴い基地局集約装置と基地局を接続する光ファイバの数も増えることが予想され、基地局集約装置に必要

なポート数も増大するなど故障対応・メンテナンスなど運用が複雑化することが懸念されています。その

ため、多数の基地局が必要となる 5Gの普及期には、基地局を効率的に収容、運用することが求められて

いくと考えられています。 

 

(2) 技術概要 

今回 NTTは、加入者の光宅内装置と NTTビルの光集約装置の間を接続する光ファイバ通信（FTTH(Fiber 

to the Home)サービス）に使用されている光アクセスシステムを 5Gモバイルシステムに活用するための

低遅延光アクセス技術を開発しました。（図 1） 
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図 1  モバイルシステムにおける光アクセスシステムの活用 

 

従来の光アクセスシステムをモバイルシステムに適用しようとする場合、データ送信に遅延が生じ、5Gの

低遅延要求を満たせないという課題がありました。今回開発した低遅延光アクセス技術は、光アクセスシ

ステムの光集約装置とモバイルシステムの基地局集約装置の信号制御を連携させることで光アクセスシス

テムの低遅延化を実現します。 

従来の光アクセスシステムを用いた場合では、ユーザ端末からデータを送信すると、送信されたデータが

光宅内装置に入力された後、光宅内装置が光集約装置に送信データ量を通知し、送信許可を受けた後に初

めて光集約装置にデータを送信しています。このように、光宅内装置からデータが送信されるまでに、送

信データ量の通知と送信許可を受けるまでの時間がかかるため遅延が大きく、これが 5Gモバイルシステ

ムの低遅延要求を満たせない原因となっています。 

一方で、今回実証実験に成功した低遅延光アクセス技術を適用した場合では、基地局集約装置からユーザ

端末の送信データ量を光集約装置に事前通知します。この事前通知が可能なのは、基地局集約装置がユー

ザ端末の送信データ量をユーザ端末から事前に通知されているためです。このように光アクセスシステム

とモバイルシステムを連携させることにより、従来の光アクセスシステムにおける送信データ量通知と送

信許可が往復する手順を省くことで光アクセスシステムの低遅延化を実現します。（図 2） 

	

 

 

 



 

 

(3) 今後の展開 

今後も、広くモバイル事業者の効率的なネットワーク構築を支援するための研究開発を進めていきます。

また、モバイルシステムと光アクセスシステムの連携に関して、世界各国の電気通信事業者および通信装

置ベンダなどとのグローバルな議論・検討を続け、標準化に向けた取り組みを進めていきます。 

	

	

図 2  低遅延光アクセス技術 


